












すことから、頻繁な言語接触が認められ、相互に影響しあっている（Suzuki & Sonam Wangmo
2015, 2017）。本稿で扱う言語は同村で代々生活を営んできた人々が話すものである。
チベット系諸言語 (Tibetic languages 2 )は、その証拠性が多様な動詞接辞によって表現される
ことに特徴づけられる。チベット・ビルマ諸語の証拠性全般について述べたものに Tournadre &







このような状況にある中、Bettina Zeislerや Nicolas Tournadreといった研究者が、チベット
系諸言語の証拠性の記述における包括的な枠組みを構築しようと試み、調査票を作成しつつあ
∗ 本稿の一部は第 68回言語記述研究会（2015年 12月 26日；京都大学）での口頭発表に基づいてい
る。本稿の執筆・改訂に際しては、才譲三周、千田俊太郎、古本真の各氏から貴重なコメントをい
ただいた。ここに記して謝意を表する。












ペクト（以下 TA）によって異なって現れる 6。Lhagang方言の TAは、次のようなものが形態
統語的に区別される。カッコ内は語釈に用いる。
• 未来 [意思] Future (FUT)
• 非完了 [現在/未来] Nonperfect (NPFT)
• 習慣 [陳述] Statement 7 (STA)
• 進行 Progressive (PROG)
• アオリスト Aorist (AOR)


















































のチベット系諸言語については、鈴木 (2016), Suzuki (2016)を参照。
11 判断動詞と存在動詞を除き、平叙文において証拠性を表す接辞や小辞が現れずに終止する文はまれ
である。本稿でも TAの関連で言及するが、議論はしない。





















肯定 否定 肯定 否定
向自己 ´ji: ´ma-ji: `P@-ji: ´ma-ji:-la
判断 ´reP ˆma-reP `P@-reP ´ma-reP-la
推量 ´ji:-sha reP ´ji:-sha ˆma-reP
´ji:-HdýW reP







(1) a ´Na-φ `tshõ mba-φ ´ji:
1-ABS 商人-ABS CPV.E
私は商人です。








18 ただし、Oisel (2017:96)は factualを “speciﬁc or common fact without indicating the source and the











(2) a t¯ChoP-φ k¯hA˜ mba-φ ´reP
2-ABS カムの人-ABS CPV
あなたはカムの人です。




(3) a ´Na-φ `tshõ mba-φ ´ma-ji:
1-ABS 商人-ABS NEG.CPV.E
私は商人ではありません。
b t¯ChoP-φ P¯a ndo wa-φ ˆma-reP
2-ABS アムドの人-ABS NEG.CPV
あなたはアムドの人ではありません。










(5) a k¯ho-φ k¯hA˜ mba-φ ´reP
3-ABS カムの人-ABS CPV
彼はカムの人です。













(6) a k¯ho-φ ¯Hge HgE-φ ´ji:-HdýW reP
3-ABS 先生-ABS CPV-EPI
彼はたぶん先生だと思います。







(7) k¯ho-φ ¯Hge HgE-φ ´ji:-HdýW-t@ ´reP











肯定 否定 肯定 否定
向自己 ´joP ´meP `P@-joP ´meP-l@ `P@-ji:
感知 ˆji:-tu ˆmeP-tu `P@-ji:-tu ´meP-l@ `P@-ji:
判断 ˆjoP-reP ˆjoP-l@ ˆma-reP ˆjoP-l@ reP ´meP-l@ `P@-reP
推量 ´joP-sha reP ´joP-sha ˆma-reP
´joP-HdýW reP




















(8) a ´Na-la ´ta jA-φ ´joP
1-DAT お金-ABS EXV.E
私は（今、手に）お金を持っています。
b k¯ho-la ´ta jA-φ ˆji:-tu
3-DAT お金-ABS EXV.SEN
彼は（今、手に）お金を持っています。（見えています）





(9) a P¯a pha-φ ˆnO˜-la `P@-joP
父-ABS 家-LOC EXV.E.Q
お父さんは家にいますか？（あなたは今いっしょにいますか）
b P¯a pha-φ ˆnO˜-la `P@-ji:-tu
父-ABS 家-LOC EXV.SEN.Q
お父さんは家にいますか？（あなたはいるところを見ましたか）












(10) a k¯ho-la ´ta jA ´mA˜ bo-φ ´joP-sha reP
3-DAT お金 多い-ABS EXV-EPI
たぶん彼はたくさんのお金をもっていると思います。




(11) ´ta ri k¯ha htsO k¯ho-φ ˆnO˜-la `P@-joP-na





• 名詞的：¯hka: Hbo「白い」、´HdýAP pa「太った」
• 状態動詞的：`ő˚tChAP「冷たい/寒い 27」、´ýi:「おいしい」
形容詞の中には、全く同じ意味を表し派生関係にある２つの形式が、名詞的形容詞・状態動詞







肯定 否定 肯定 否定
向自己 An ´ji:-l@ reP An ´ji:-l@ ´ma-reP An ´ji:-l@ `P@-reP
判断 An ´reP An ˆma-reP An `P@-reP
感知 A-tu ´m@-A-tu `P@-A-tu
非完了 A-l@ reP A-l@ ˆma-reP A-l@ `P@-reP
完了/判断 A-khe: ´ma-A-khe: `P@-A-khe:
推量 An ´ji:-sha reP An ´ji:-sha ˆma-reP






が用いられる (12)。向自己の場合、さらに非完了の接辞/-l@ reP/を伴う 28 (12a)。
(12) a ´Na-φ C¯ha ´HdýAP pa-tCiP ´ji:-l@ reP
1-ABS 太った-NDEF CPV.E-NPFT
私は太っています。
b k¯ho-g@ ´ko zE-φ t¯hA˜ tCeP ¯hka: Hbo ´reP




(13) k¯ho-φ ´HdýAP pa-tCiP `P@-reP / ´ji:-l@ `P@-reP




(14) a C¯h@ la ¯húA: mo `ő˚tChAP-tu
外 とても 寒い-SEN
外はとても寒いです。
b k¯ho tsho-g@ t¯shE:-φ t¯hA˜ tCeP ˆýi:-tu
3.PL-GEN 料理-ABS ほとんど おいしい-SEN
彼らの料理はほとんどがおいしいです。
状態動詞的形容詞は、動詞語幹と同様に、接頭辞も付加できる (15)。
(15) C¯h@ la `P@-ő˚tChAP-tu
外 Q-寒い-SEN
外は寒いですか？
推量の形式は、名詞的形容詞の場合/An ´ji:-sha reP/の形をとり (16) 29、状態動詞的形容詞の
場合/A-sha reP/の形をとる (17)。前者の場合、不定標識/-tCiP/が挿入されうる (16a)。
(16) a k¯ho-φ ´HdýAP pa-tCiP ´ji:-sha reP
3-ABS 太った-NDEF CPV-EPI
彼はたぶん太っていると思います。











(17) a C¯h@ la-t@ ¯ő˚tChAP-sha reP
外-TOP 寒い-EPI
外はたぶん寒いと思います。










(19) ´na nı˜ lo ´Hgu˜ kha-φ ¯húAP mo tCiP `ő˚tChAP-z@ ˆji:-khe:
去年 冬-ABS とても 寒い-AOR-PFT.NSEN
去年の冬はとても寒かったのです。
名詞的形容詞述語で、変化を表す場合には、主動詞として/´reP/「なる 31」を付加する (20)。
(20) a k¯ho-φ ´HdýAP pa-tCiP ˆreP-reP
3-ABS 太った なる-STA
彼は太るでしょう。




























肯定 否定 肯定 否定
判断 V-reP V ˆma-reP V-l@ `P@-reP V ´ma-reP-la
感知 V-tu ´m@-V-tu `P@-V-tu
推量 V-C@ ˆji:-tu-pa V-C@ ˆmeP-tu-pa
推定 V-sha reP(-pa) V-sha ˆma-reP(-pa)
アオリスト V-z@ reP
完了/感知 V-the: ´ma-V-the: `P@-V-the:
完了/判断 V-khe: ´ma-V-khe: `P@-V-khe:
判断の接辞は発話者自身に関すること以外（すなわち他者）で、その内的感覚が習慣的なも
のとして発話者が認識している場合、また疑問文の場合は習慣的と認識していることを前提と
する場合に用いられる (22a)。判断の疑問形式は形態上非完了 34と同形になる (22b)。
(22) a k¯ho-φ ´ői: tshe tshe ´Hgõ mo-la `ő˚tChAP-reP
3-ABS いつも 夜-LOC 寒い-STA
彼はいつも夜寒がっています。












(23) a ´Na-φ ¯Ngo-φ ˆna-tu
1-ABS 頭-ABS 痛い-SEN
私は頭が痛いです。





(24) k¯ho-φ ´ői: tshe tshe ´Hgõ mo-la `ő˚tChAP-tu-ze









(26) a k¯ho-φ ¯htoP-C@ ˆji:-tu-pa
3-ABS 空腹だ-PROG-INFR
彼はたぶん空腹でしょう。































肯定 否定 肯定 否定
非完了/向自己 V-l@ ji: V-l@ ´ma-ji: V-l@ `P@-ji: V ´ma-reP-la
非完了/意思 V-li:
非完了/判断 V-l@ reP V-l@ ˆma-reP V-l@ `P@-reP
非完了/推量 V-sha reP V-sha ˆma-reP V-sha `P@-reP
未来/向自己 V-Hgo V ´m@-Hgo V `P@-Hgo
未来/判断 V-Hgo reP V-Hgo ˆma-reP
未来/感知 V-Hgo ˆhsA˜-C@ ´ji:-tu



































肯定 否定 肯定 否定
継続/向自己 V-joP V-meP V-joP-l@ `P@-ji: V-meP li:
継続/判断 V-joP reP V-joP ˆma-reP V-joP-l@ `P@-reP
継続/感知 V-ji:-tu
継続/推量 V-joP-sha reP V-joP-sha ˆma-reP
習慣/判断 V-reP V-l@ ˆma-reP V-l@ `P@-reP
進行/向自己 V-C@ joP (-CO:) V-C@ meP V-C@ joP-l@ `P@-ji:
進行/判断 V-C@ joP reP (-CO: reP) V-C@ joP-l@ `P@-reP
進行/感知 V-C@ ji:-tu (-Ci:-tu) V-C@ meP-tu V-C@ `P@-ji:









(34) a ´Na-φ `Pa na ˆnduP-joP
1-ABS ここで 滞在する-CONT
私はここに滞在しています。





(35) k¯ho-φ ´te rı˜ ¯m
˚
E˜ khõ-n@ ˆnduP-ji:-tu















(38) p¯ha: htCEP ´Na-φ l¯
˚
a sha-la ´ői ma ¯hsW˜ ˆnduP-pa
たぶん 1-ABS PLN-LOC 日 ３ 滞在する-INFR
たぶん私はラサに３日間滞在するはずです。
進行は、ある動作/行為が継続中であることを示す (39)。











不確実さは向自己の接辞に/-sha reP/を付加して表す (40, 41, 42)。推量と推定に明確な差異は
現れない。
(40) ´r@ HgO˜-la-t@ k¯hA:-φ ˆmbAP-joP-sha reP
山の上-LOC-TOP 雪-ABS 降る-CONT.EPI
山の上では雪が降るでしょう。
(41) ´Na-φ t¯ChA˜ sha ´na-joP-sha ˆma-reP
1-ABS 風邪をひく-CONT.EPI.NEG
私は風邪をひいてはいないと思います。












肯定 否定 肯定 否定
アオリスト V-z@ ´ma-V-z@ `P@-V-z@
アオリスト/向自己 V-z@ ji: V-z@ ´ma-ji: V-z@ `P@-ji: ´ma-V-z@ `P@-reP
´ma-V-z@-ji:
アオリスト/判断 V-z@ reP V-z@ ˆma-reP V-z@ `P@-reP ´ma-V-z@ `P@-reP
アオリスト/推量 V-z@ ´ji:-sha reP V-z@ ´ji:-sha ˆma-reP
完了/感知 V-the: ´ma-V-the: `P@-V-the:
´ma-V-the:-ji:










(44) a k¯ho-φ ´HýiP HdAP ˆHdýAP-z@ reP
3-ABS 滑って転ぶ-AOR
彼は滑って転びました。
b k¯ho-φ ´HýiP HdAP ˆHdýAP-the:
3-ABS 滑って転ぶ-PFT.SEN
彼は滑って転びました。（それを私は目撃しました）










(45) a ´ndO: shO ´Hgõ mo ´Na-φ ´tjE˜ s@-n@ ˆpi:-the:
昨日の夜 1-ABS テレビ-INE 現れる-PFT.SEN
昨日の夜私はテレビに出ていました。（私は目撃しました）
b ´ndO: shO ´Hgõ mo ´Na-φ ´tjE˜ s@-n@ ˆpi:-khe:














(46) a ´ndO: shO k¯hA:-φ `P@-mbAP-the:
昨日 雪-ABS Q-降る-PFT.SEN
昨日雪が降りましたか？
b ´ndO: shO k¯hA:-φ `P@-mbAP-khe:
昨日 雪-ABS Q-降る-PFT.NSEN
昨日雪が降りましたか？








































(50) s¯hO: őı˜ ´Na-φ ´lE hka-nd@ ´lE:-Hgo reP
明日 1-ABS 仕事-これ する-FUT
明日私はこの仕事をしないといけないのです。
否定文と疑問文（「予測規則」）については、２つの接辞が選択可能である (51)。
(51) a t¯ChoP-φ z¯a ma-φ ´lE:-l@ `P@-ji:
1-ABS ごはん-ABS 作る-NPFT.E.Q
あなたはごはんを作りますか？






(52) a k¯ho-φ ¯húe me tCiP ˆHgoP n@ z¯a ma-φ ˆlE:-reP
3-ABS 少ししてから ごはん-ABS 作る-STA
彼は少ししてからごはんを作ります。










(53) a k¯ho-φ z¯a ma-φ ´za-l@ ˆma-reP
3-ABS ごはん-ABS 食べる-NPFT.NEG
彼はごはんを食べません。
b k¯ho-φ z¯a ma-φ ´za-l@ `P@-reP
3-ABS ごはん-ABS 食べる-NPFT.Q
彼はごはんを食べますか？
不確実さを表すには/V-sha reP/となる。/V-HdýW reP/も認められる (54) 47。推量と推定に明確
な差異は現れない。
(54) a ´kho-g@ k¯õ ődýa-φ ´tCa -sha reP
3-ERG モモ-ABS 作る-EPI
彼は（たぶん）モモ（肉まん）を作るでしょう。







(55) k¯ho tsho-φ `thA˜ htCeP ´ndzo mo-φ `hso-reP














47 Lhagang方言において/´Na ´ïão-HdýW ji:/「私は行くつもりです」という発話も見受けられる。しかし
ながら、これはアムドチベット語の影響を受けた表現であると考えられ、Suzuki & Sonam Wangmo




表現として理解するほうがよい可能性がある (58 48 )。
(58) t¯ChoP-φ p¯hAP HgE ´ïãa-htCiP-φ ¯Hzu-ne
2-ABS ぶた 似た-NDEF-ABS する-PART
あなたはぶたみたいな（ことをする）人ですね。
習慣の否定文や習慣を尋ねる疑問文では、接辞は判断ではなく非完了のものを用いる (59)。
(59) a k¯ho-φ z¯a ma-φ ´lE:-l@ ˆma-reP
3-ABS ごはん-ABS 作る-NPFT.NEG
彼はごはんを作りません。






(60) ´Na ¯Hői:-φ ´ta rO ¯htõ mo ¯Hzo-joP ˆma-reP
1 二-ABS まだ 結婚する-CONT.NEG
私たち２人はまだ結婚していないままです。
動作の進行中を表すには、進行の接辞を用いる (61, 62, 63)。
(61) a k¯ho-φ z¯a ma-φ ˆlE:-C@ ji:-tu
3-ABS ごはん-ABS 作る-PROG.SEN
彼は（今）ごはんを作っています。
b k¯ho-φ z¯a ma-φ ˆlE:-C@ me:-tu
3-ABS ごはん-ABS 作る-PROG.SEN
彼は（今）ごはんを作っていません。
(62) a ´Na-φ z¯a ma-φ ´za-C@ joP
1-ABS ごはん-ABS 食べる-PROG.E
私は（今）ごはんを食べています。
b ´Na-φ z¯a ma-φ ´za-C@ meP
1-ABS ごはん-ABS 食べる-PROG.E.NEG
私は（今）ごはんを食べていません。
(63) k¯ho-g@ ´ta hta z¯a ma-φ ˆza-C@ joP-l@ `P@-reP







(64) ¯Hm@ lA˜ ´nO˜ tCh@-la ´Na-φ k¯ha Hda ´mA˜ mbo-φ `hCEP-C@ ji:-tu




(65) a t¯ChoP-φ t¯C@-φ `Hzo-C@ joP
2-ABS 何-ABS する-PROG
あなたは（今）何をしているのですか？
b `t@ tsho-g@ `tC@ t@-φ ˆHzo-C@ ji:-tu
3.PL-ERG 何-ABS する-PROG.SEN
彼らは（今）何をしているのですか？
進行についての不確実さを表すには、/V-C@ ´joP-sha reP/が用いられる (66)。感知の証拠性と
不確実さを同時に示したい場合、/-pa/を用いる (67)。
(66) `kho-g@ ´tjE˜ s@-φ `hta-C@ ´joP-sha reP
3-ERG テレビ-ABS 見る-PROG.EPI
彼はおそらくテレビを見ているはずです。









(69) a k¯ho-φ z¯a ma-φ ˆlE:-the:
3-ABS ごはん-ABS 作る-PFT.SEN
彼はごはんを作りました。（作った現場を目撃して）












(71) P¯a ma: ˆNa-g@ C¯A˜ ljO-φ `thA˜ tCeP `HluP-the:
INTJ 1-ERG 調味料-ABS すべて 入れる-PFT.SEN
あっ、私は調味料を（間違って）すべて入れてしまいました。





(73) a ´Na-φ z¯a ma-φ `za-z@
3-ABS ごはん-ABS 食べる-AOR
私はごはんを食べました。





(74) ¯hpe-φ ¯HýAP-na ˆNa-g@ z¯a ma-φ ˆlE:-z@ reP
例-φ 置く-CONJ 1-ERG ごはん-ABS 作る-AOR
たとえば、私がごはんを作ったとしましょう。
疑問形を用いて平叙文の意味を表す事例がある (75) 51。
(75) `Po: ´ndo: sho-g@ z¯a ma-t@-φ `tChoP-g@ ˆlE:-z@ `P@-ji:




51 これは Oisel (2017:98-99) にある ‘self-corrective’ という証拠性の形態に相当する。この用語は




(76) a `kho-g@ z¯a ma-φ ˆlE:-z@ ´ji:-sha reP
3-ERG ごはん-ABS 作る-AOR-EPI
彼は（きっと）ごはんを作ったでしょう。




(77) a `kho-g@ z¯a ma-φ ˆlE:-joP reP
3-ERG ごはん-ABS 作る-CONT
彼は（絶対に）ごはんを作ったでしょう。




(78) ´ndO: shO ´Hgõ mo-t@ ´Na-φ ´tjE˜ s@-φ ´ma-hta-z@-pa


















動詞の種類 向自己 判断 感知 推量 推定
判断動詞 ´ji: ´reP ´ji:-sha reP ´ji:-l@ reP
´ji:-HdýW reP






TA 向自己 判断 感知 推量 推定
非完了 V-l@ ji: V-l@ reP V-sha reP
V-li:
未来 V-Hgo V-Hgo reP V-Hgo ˆhsA˜-C@ ´ji:-tu V-Hgo-sha reP
継続 V-joP V-joP reP V-ji:-tu V-joP-sha reP
進行 V-C@ joP V-C@ joP reP V-C@ ji:-tu V-C@ joP-sha reP
習慣 V-reP
























¯：高平 ´：上昇 `：下降 ˆ：上昇下降
母音
舌位置による一覧は次のようになる。
i 0 W u
e @ o






両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門
前 後
閉鎖音 無声有気 ph th úh kh
無声無気 p t ú k P
有声 b d ã g
破擦音 無声有気 tsh tCh
無声無気 ts tC
有声 dz dý
摩擦音 無声有気 sh Ch
無声無気 F s ù C x h
有声 z ý , H






流音 有声 l r
無声 l












語釈において、１つの形態素に複数の語釈が必要な場合、それぞれの語釈をピリオド ( . )で
区切って表す。接辞の一部には、形態論的には分析可能であるが複数の形態素をまとめて１つ
の語釈で表す場合もある点に注意されたい 53。
1 . . . . . . . . . . . . . . . . １人称
2 . . . . . . . . . . . . . . . . ２人称
3 . . . . . . . . . . . . . . . . ３人称
ABS . . . . . . . . . . . . . .絶対格
AOR . . . . . . . . . .アオリスト
CIS . . . . . . . . . . . . .向発話者
CONJ . . . . . . . . . . . . .接続詞
CONT . . . . . . . . . . . . . . .継続
CPV . . . . . . . . . . . .判断動詞
DAT . . . . . . . . . . . . . . . . 与格
DEF . . . . . . . . . . . . . . 定標識
E . . . . . . . . . . . . . . . . .向自己
EPI . . . . . . . . . . . . . . . . .認識
ERG . . . . . . . . . . . . . . . .能格
EXV . . . . . . . . . . . .存在動詞
FUT . . . . . . . . . . . .意思未来
GEN . . . . . . . . . . . . . . . .属格
HS . . . . . . . . . . . . . . . . .伝聞
INE . . . . . . . . . . . . . . . . .内格
INFR . . . . . . . . . . . . . . . .推量
INTJ . . . . . . . . . . . . . .間投詞
LOC . . . . . . . . . . . . . . . .位格
NDEF . . . . . . . . . . .不定標識
NEG . . . . . . . . . . . . . . . .否定
NML . . . . . . . . . . . . . .名詞化
NPFT . . . . . . . . . . . . .非完了
NSEN . . . . . . . . . . . . .非感知
PART . . . . . . . . . . . . . . . 小辞
PFT . . . . . . . . . . . . . . . . .完了
PL . . . . . . . . . . . . . . . . .複数
PLN . . . . . . . . . . . . . . . . 地名
PROG . . . . . . . . . . . . . . 進行
PSN . . . . . . . . . . . . . . . . .人名
Q . . . . . . . . . . . . . . . . . . .疑問
SEN . . . . . . . . . . . . . . . . 感知
STA . . . . . . . . . . . . . . . .判断
STEM . . . . . . . . . . .動詞語幹
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Evidential system of verb predicates in Lhagang Tibetan
Hiroyuki SUZUKI Sonam Wangmo
This article presents the evidential system marked in predicates in Lhagang Tibetan (Minyag
Rabgang Khams; spoken in Lhagang Village, Dartsendo Municipality, Kandze Prefecture, Sichuan,
China) principally following questionnaire elicitations. The description, based on the nature of
predicates, consists of the following categories: copulative verbs, existential verbs, adjectival pred-
icates, endopathic verbs, non-controllable verbs, and controllable verbs. Lhagang Tibetan has fol-
lowing principal evidential features: egophoric, statement, sensory, sensory inferential, and epis-
temic inferential.
The evidential system of Lhagang Tibetan is summarised as follows:
Copulative and existential verbs
verb type egophoric statement sensory sensory logical
inferential inferential
copulative ´ji: ´reP ´ji:-sha reP ´ji:-l@ reP
´ji:-HdýW reP
existential ´joP ˆjoP-reP ˆji:-tu ´joP-sha reP ´joP-l@ reP
´joP-HdýW reP
Sufﬁxes for lexical verbs
TA egophoric statement sensory sensory logical
inferential inferential
nonperfect V-l@ ji: V-l@ reP V-sha reP
V-li:
future V-Hgo V-Hgo reP V-Hgo ˆhsA˜-C@ ´ji:-tu V-Hgo-sha reP
continuant V-joP V-joP reP V-ji:-tu V-joP-sha reP
progressive V-C@ joP V-C@ joP reP V-C@ ji:-tu V-C@ joP-sha reP
habitual V-reP
aorist V-z@ ji: V-z@ reP V-z@ ´ji:-sha reP V-joP-sha reP
perfect V-khe: V-the:
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